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──東京都八王子市の少年サッカーチームのお父さんコーチを事例として──
地域スポーツ活動におけるスポーツ指導者の
存在意義に関する一考察
１ 　研究目的及び社会的背景
　本研究の目的は，グラスルーツにおいてスポー
ツ指導者が多様な役割を担う姿の解明である．地
域スポーツといわれる場面でスポーツ指導者は大
きく ₂ つの役割を果たしている．₁ つは選手の競
技スキルを向上させるためにトレーニングを行う
といったピッチ内での役割である．もう ₁つは，
活動場所を移す際，選手の送迎に協力するなどの
ピッチ外の役割である．本研究では，前者を「オ
ン・ザ・ピッチ」の活動，後者を「オフ・ザ・ピッ
チ」の活動と呼び，実際の活動風景を観察し，描
写した．
　この目的達成に向けて本研究では，少年サッ
カーのお父さんコーチに着目している．小学生が
選手として活動する少年サッカーチームでは，そ
の保護者が指導者として活動に従事していること
が少なくない．筆者は少年サッカーチームでの実
体験を通じて，このような立場にある「お父さん
コーチ」が，サッカーの技能指導やケガの防止と
いったオン・ザ・ピッチの活動を行うとともに，
選手の送迎や仕事との両立というオフ・ザ・ピッ
チの活動を果たしている姿を目の当たりにした．
　近年，わが国のスポーツ政策では，地域レベル
でのスポーツ指導者の活躍に期待が寄せられてい
る．例えば，「スポーツ基本計画」においては，
地域スポーツの場面に資格を持つ指導者が要され
ると表されている．それは，地域スポーツ活動に
専門的なスキルを指導できる，つまり，オン・ザ・
ピッチの役割を果たしうる人物が求められるとい
うことである．しかし，少年サッカーのお父さん
コーチに見られるように，地域スポーツにおける
スポーツ指導者の役割はオン・ザ・ピッチだけで
なく，オフ・ザ・ピッチにも及んでいる．この矛
盾に疑問を抱き，本研究では，少年サッカーのお
父さんコーチの活動内容を明らかにすることで，
スポーツ政策とは異なる観点から地域スポーツ活
動におけるスポーツ指導者の存在意義を考察しよ
うと試みた．
２ 　先行研究を踏まえた研究の方向性
　本研究では，少年サッカーのお父さんコーチの
活動内容を明らかにするにあたり， ₂つの方向性
を定めた． ₁ つは，お父さんコーチのオン・ザ・
ピッチ，オフ・ザ・ピッチの各活動を同一人物の
言動に求めていくという「複数の視点の同時性」
である．本研究では，特にこの研究視座を重視し
た．もう ₁つは，少年サッカーチームにおいて実
際に指導者活動を行うことで，お父さんコーチの
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活動風景を観察し，その行動に関する証言を得て
いくフィールドワークやインタビュー調査を中心
に据えた「具体的活動の照射」である．
　ここで，これらの方向性を検討するにあたり，
スポーツ指導者の役割に関する先行研究を参照す
るだけでは不十分であったことを述べておく．わ
が国のスポーツ政策ではスポーツ指導者はスポー
ツボランティアやスポーツ団体の運営者らと同じ
く「スポーツを『支える（育てる）人』」と称さ
れている．また，スポーツ指導者の役割に関する
先行研究は指導技能の向上に重きを置いたものが
大半であり，本研究の目的と全面的に一致するも
のではなかった．こうした理由から，本研究では，
スポーツ指導者からスポーツボランティアにいた
るまで，様々なスポーツを「支える（育てる）人」
に関する先行研究を参照した．
　とりわけ，小林（₂₀₁₃）のスポーツ組織の運営
者が組織の存続に向けていかなる活動を展開して
いるのかを明らかにした論考は「複数の視点の同
時性」という視座に強く影響を及ぼした．なぜな
ら，この論考は地域におけるスポーツ活動におい
て特定の人物が ₂つ以上の役目を担う姿を明らか
にしていたためである．小林はスポーツ組織の運
営者がプレーヤーとして自らスポーツ活動を行う
と同時に，地域の自治会や町内会の役員を務める
ことで地域内でのプレゼンスを高め，組織の活動
資金の捻出や活動場所の確保に結び付けていく姿
を本人に対するインタビューを通じて浮き彫りに
している．小林は，こうした地区の政治的代表者
でありながらスポーツ組織の運営における中心人
物を担うという多角的な視点からスポーツ活動を
繰り広げる人物を「労を執る個人」と称し，その
行動が人々のスポーツ実践を底辺で支える様を描
き出している（₁₇₃頁）．
　この小林の論考ではスポーツ組織の運営者につ
いて地域生活での役割とスポーツ組織での役割と
いう観点から語られている一方，本研究ではお父
さんコーチをオン・ザ・ピッチの役割とオフ・ザ・
ピッチの役割の観点から叙述するという点で異な
るが，特定のスポーツを「支える（育てる）人」
が地域スポーツ活動の展開において複数の役割を
同時に果たすという点では共通している．した
がって本研究ではお父さんコーチを「労を執る個
人」，つまり「複数の視点の同時性」を有する人
物として捉え，その活動風景を観察していくよう
心掛けた．
３ 　調 査 内 容
　本研究の目的は少年サッカーのお父さんコーチ
が取り組む種々の活動をオン・ザ・ピッチ，オフ・
ザ・ピッチという ₂つの観点から捉えることによ
り，お父さんコーチが単にサッカーの技術・戦術
指導に携わるだけでなく幅広い視点から少年サッ
カー活動を「支える（育てる）」様相を描き出し，
彼らが地域スポーツにおいて担う役割を究明する
ことである．これに向けて，八王子市の少年サッ
カーチームにおいて₂₀₁₁年₁₂月からおよそ ₅ 年
間，指導者活動に従事することで，共に指導者活
動を行うお父さんコーチから活動内容に関する
データを得た．
　彼らを調査対象としながら，本研究では①少年
サッカーチームにおけるフィールドワーク，②お
父さんコーチに対するインタビュー調査の ₂ つの
調査を行うことでデータの収集を進めた．
　フィールドワークでは，筆者自身が実際に少年
サッカーの各活動に指導者として携わる中，自ら
の活動内容とともにお父さんコーチの活動内容を
逐一記録していった． ₂₀₁₁年₁₂月から約 ₄年間，
活動記録を取りつづけたことでお父さんコーチ活
動をオン・ザ・ピッチ，オフ・ザ・ピッチ双方の
観点から繰り返し観察し，両観点に立った具体的
な行動に関するデータを得ることができた．
　また，インタビュー調査は，フィールドワーク
で得たデータの中でも，お父さんコーチが特にオ
ン・ザ・ピッチの役割とオフ・ザ・ピッチの役割
とを考慮しながら取る行動について，それと関連
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するお父さんコーチの実体験に関する証言を得て
いった．₃ 時間にわたるヒアリングを₂₀₁₄年 ₉ 月
₄ 日に実施した以外にも，フィールドワークを進
める中で証言を得ることがあり，それらはメモと
してデータ化していった．
　さらに，こうして得られた少年サッカーのお父
さんコーチ活動に関するデータの分析，考察方法
として質的記述的調査法を援用している．具体的
には，まず，筆者の指導者活動のメモ，お父さん
コーチの活動風景の記録やインタビュー結果を，
いつ，だれが，どこで，どのような行動を取った
のかが明確になるよう再現，要約した．次に，こ
れらお父さんコーチ活動に関するデータを時系列
的に整理し，おおよそ ₁日の活動風景となるよう
再構成した．ここで留意したことは，筆者の推論
を可能な限り少なくすることである．例えば，お
父さんコーチの活動内容からそのときの心情を推
察しないようにするといったことが挙げられる．
４ 　調 査 結 果
　上述の調査を行ったところ，少年サッカーのお
父さんコーチには ₂つの存在意義を見出すことが
できた．₁ つは，その場その場で自らの役割を感
じ取る「嗅覚」である．言い換えるのであれば，
お父さんコーチはあらゆる行動の中でオン・ザ・
ピッチの役割とオフ・ザ・ピッチの役割とのいず
れに取り組むべきかを即座に判断していた．例え
ば，平日の日中，家計を支える仕事に臨んでいな
がらも，チームの活動日が近づくと合間を見つけ
ては選手の技術向上に向けて，トレーニング内容
を考案していた．
　もう ₁つは，これらの役割を行動に移すお父さ
んコーチたちのハート，お父さんコーチ自身の言
葉を借りるとすれば少年サッカーに対する「情
熱」を体現することである．本研究では，お父さ
んコーチがオン・ザ・ピッチ，オフ・ザ・ピッチ
の役割を同時に，または交互に果たしていくこと
でたとえ肉体的，精神的に疲弊していたとしても
お父さんコーチ活動を続けていく様相を浮き彫り
にした．お父さんコーチたちは，その活動がどれ
ほどお父さんコーチ自身に負担をかけようとも，
どうにかして ₂つの役割を両立させようと腐心し
続けなければならないという，理屈では到底説明
のしようがない動機に突き動かされていた．
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